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１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 3,060 △16.1 762 △35.3 766 △35.0 511 △37.1
2025年３月期中間期 3,649 14.0 1,179 42.9 1,178 41.9 813 25.8

(注) 包括利益 2026年３月期中間期 511百万円(△37.2％) 2025年３月期中間期 814百万円( 24.5％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 37.81 ―
2025年３月期中間期 60.16 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 6,792 6,082 89.5
2025年３月期 7,526 6,382 84.8

(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 6,082百万円 2025年３月期 6,382百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 0.00 ― 60.00 60.00
2026年３月期 ― 0.00
2026年３月期(予想) ― 70.00 70.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,200 △10.0 2,100 △19.4 2,080 △20.3 1,456 △18.3 107.73

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 社（社名） 、除外 社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期中間期 13,580,000株 2025年３月期 13,580,000株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 64,154株 2025年３月期 64,154株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 13,515,846株 2025年３月期中間期 13,515,846株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その業績を当社としてお約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当中間連結会計期間の経営成績等の概況

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間における我が国経済は、原材料価格や資源価格の上昇などによる物価高の影響がみられるものの、

個人消費の回復や訪日外国人の増加を背景に、緩やかな景気回復基調が続きました。一方で、地政学的リスクの継続や

為替相場が円安基調で高止まりしている状況、米国の関税政策の動向など、先行きの不透明感は依然として残る状況と

なりました。

当社グループの情報サービス事業においては、ビッグデータの活用、情報セキュリティ強化、ITインフラ整備といっ

た「成長」と「変革」を促進する戦略的投資と、自動化・省力化による業務効率改善・生産性の向上を目的としたDX投

資が、引き続き堅調に持続しました。

このような経営環境において、当社グループは顧客の業務効率化を支援する各種サービスの提供を中心に、既存顧客

のみならず新規顧客の獲得に注力した結果、前期に引き続き新規顧客の拡大を図ることができました。また、今後の注

力商材となりうる新たなサービスの開発を進めるとともに、受注に向けた営業活動を精力的に実施いたしました。しか

しながら、主要取引先との取引が2025年３月末日をもって概ね終了となった影響により、前年同期比で減収減益となり

ました。

この結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高3,060百万円と前年同期と比べ588百万円（△16.1％）の減収、営業

利益762百万円と前年同期と比べ416百万円（△35.3％）の減益、経常利益766百万円と前年同期と比べ412百万円（△

35.0％）の減益、親会社株主に帰属する中間純利益511百万円と前年同期と比べ302百万円（△37.1％）の減益となりま

した。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当中間連結会計期間末における流動資産は5,743百万円となり、前連結会計年度末に比べ659百万円減少いたしま

した。これは主に、現金及び預金の減少464百万円及び売掛金の減少233百万円によるものであります。

また、当中間連結会計期間末における固定資産は1,048百万円となり、前連結会計年度末に比べ74百万円減少いた

しました。これは主に、ソフトウェアの減少26百万円及びのれんの減少16百万円によるものであります。

この結果、総資産は6,792百万円となり、前連結会計年度末に比べ734百万円減少いたしました。

（負債）

当中間連結会計期間末における流動負債は656百万円となり、前連結会計年度末に比べ438百万円減少いたしまし

た。これは主に、未払法人税等の減少259百万円及び未払消費税等の減少86百万円によるものであります。

また、当中間連結会計期間末における固定負債は52百万円となり、前連結会計年度末に比べ４百万円増加いたし

ました。これは主に、子会社の役員退職慰労引当金の増加２百万円によるものであります。

この結果、負債合計は709百万円となり、前連結会計年度末に比べ434百万円減少いたしました。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は6,082百万円となり、前連結会計年度末に比べ299百万円減少いたし

ました。これは主に、親会社株主に帰属する中間純利益511百万円の計上があった一方、剰余金の配当が810百万円

あったことによるものであります。
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②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末より464百

万円減少し、4,882百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は349百万円（前年同期は930百万円の増加）となりました。これは主に、法人税等の

支払額458百万円及び未払消費税等の減少59百万円がありましたが、税金等調整前中間純利益746百万円の計上によ

るものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は２百万円（前年同期は23百万円の減少）となりました。これは主に、無形固定資産

の取得による支出４百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は811百万円（前年同期は742百万円の減少）となりました。これは、親会社による配

当金の支払額811百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の連結業績予想につきましては、2025年８月13日に「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表いた

しました通期の業績見通しに変更はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,346,541 4,882,483

売掛金 989,003 755,173

仕掛品 13,970 46,703

前払費用 13,828 58,587

その他 39,528 209

流動資産合計 6,402,871 5,743,157

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 325,632 318,477

工具、器具及び備品（純額） 52,606 46,756

土地 250,714 250,714

有形固定資産合計 628,953 615,948

無形固定資産

ソフトウエア 72,367 46,275

のれん 260,082 243,303

その他 2,007 1,810

無形固定資産合計 334,457 291,388

投資その他の資産

繰延税金資産 58,774 43,854

敷金及び保証金 98,108 97,408

その他 2,894 264

投資その他の資産合計 159,778 141,528

固定資産合計 1,123,188 1,048,865

資産合計 7,526,060 6,792,023
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 401,900 343,235

未払金 37,455 16,155

未払費用 23,078 22,197

未払法人税等 491,176 231,285

未払消費税等 106,279 19,846

前受金 17,160 3,380

その他 18,487 20,808

流動負債合計 1,095,537 656,910

固定負債

退職給付に係る負債 11,862 13,389

役員退職慰労引当金 35,872 38,850

固定負債合計 47,734 52,239

負債合計 1,143,272 709,150

純資産の部

株主資本

資本金 263,778 263,778

資本剰余金 142,455 142,455

利益剰余金 6,071,755 5,771,839

自己株式 △95,199 △95,199

株主資本合計 6,382,788 6,082,873

純資産合計 6,382,788 6,082,873

負債純資産合計 7,526,060 6,792,023
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高 3,649,314 3,060,936

売上原価 1,906,601 1,709,421

売上総利益 1,742,712 1,351,514

販売費及び一般管理費 563,118 588,725

営業利益 1,179,593 762,789

営業外収益

受取利息 289 4,322

その他 123 982

営業外収益合計 413 5,305

営業外費用

寄付金 1,050 1,775

その他 0 0

営業外費用合計 1,050 1,775

経常利益 1,178,957 766,318

特別利益

投資有価証券売却益 10,000 ―

特別利益合計 10,000 ―

特別損失

固定資産除却損 ― 19,841

特別損失合計 ― 19,841

税金等調整前中間純利益 1,188,957 746,477

法人税、住民税及び事業税 368,875 220,522

法人税等調整額 5,315 14,919

法人税等合計 374,191 235,442

中間純利益 814,765 511,035

非支配株主に帰属する中間純利益 1,693 ―

親会社株主に帰属する中間純利益 813,072 511,035
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益 814,765 511,035

中間包括利益 814,765 511,035

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 813,072 511,035

非支配株主に係る中間包括利益 1,693 ―
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,188,957 746,477

減価償却費 18,563 25,195

のれん償却額 16,779 16,779

受取利息及び受取配当金 △289 △4,322

投資有価証券売却損益（△は益） △10,000 ―

固定資産除却損 ― 19,841

売上債権の増減額（△は増加） 232,350 233,829

仕掛品の増減額（△は増加） 8,949 △32,733

前払費用の増減額（△は増加） △4,450 △44,758

仕入債務の増減額（△は減少） △40,479 △58,664

未払金の増減額（△は減少） △42,779 △21,299

未払費用の増減額（△は減少） △5,227 △880

前受金の増減額（△は減少） △5,415 △13,779

未払消費税等の増減額（△は減少） 402 △59,172

その他 1,090 △2,413

小計 1,358,452 804,098

利息及び配当金の受取額 289 4,322

法人税等の支払額 △428,081 △458,705

営業活動によるキャッシュ・フロー 930,660 349,715

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △128,905 △503

無形固定資産の取得による支出 △4,999 △4,538

投資有価証券の売却による収入 110,000 ―

その他 ― 2,700

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,905 △2,342

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △742,808 △811,431

財務活動によるキャッシュ・フロー △742,808 △811,431

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 163,947 △464,058

現金及び現金同等物の期首残高 4,461,238 5,346,541

現金及び現金同等物の中間期末残高 4,625,186 4,882,483
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

当社グループは、「WEBマーケティング事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当中間連結会計期間（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日）

当社グループは、「WEBマーケティング事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。


